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おことわり 

１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 

２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 

３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 

４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 

 

© DTS INSIGHT CORPORATION All Rights Reserved． 

Printed in Japan 

① 本製品は弊社 NET IMPRESS専用の定義体です。弊社 NET IMPRESS以外ではご使用にならないで

ください。 

 

② 対象マイコンと定義体との対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破壊する恐れがあ

ります。本製品のマイコンパックで対象となるマイコンをご確認してからご使用ください。 

 

③ NET IMPRESS は、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（NET IMPRESS 内部ＩＣ）電源

用に数ｍＡの電流を Tvccd端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、ＳＤカードの脱着は、行わないで

ください。実行中に、脱着してしまいますとＳＤカードを破壊する恐れがあります。 
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１．概要 

ＦＮＸ８５９は、型名：ＡＦＸｘｘｘのＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズで使用可能な定義体です。 

ＦＮＸ８５９は、ルネサスエレクトロニクス社製：μＰＤ７８Ｆ０８７６を代表機種とする、これと

同一のアルゴリズム・プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内蔵マイコンを対象とします。 

 ＡＦＸとターゲットの接続には、ＰＨＸ４００をご利用ください。 

 その他のプローブケーブルについては、弊社又は代理店にお問い合わせください。 

 

 ※本マニュアルで記載のあるＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは型名：ＡＦＸｘｘｘの本体のことを指しま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

必ずお客様がお使いになられるフラッシュメモリ内蔵マイコン用のマイコンパックと組み合わせてご

使用ください。 

 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザシステ

ムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます 

 

型名 ＦＮＸ８５９ 

ターゲットマイコン ＦＮＸ８５９Ｍｘｘマイコンパックで規定 

フラッシュメモリ容量 同上 

フラッシュメモリアドレス 同上 

ターゲットインタフェイス 

ＣＳＩ（同期通信）／ 

ＨＳ－ＣＳＩ（ハンドシェイク同期通信）インタフェイス ＊３ 

６２．５Ｋ／１２５Ｋ／２５０Ｋ／５００Ｋ／８５０Ｋ／１．２５Ｍ／ 

２．５Ｍｂｐｓ 

■ ＭＳＢファースト      □ ＬＳＢファースト 

ＵＡＲＴ（非同期通信）インタフェイス ＊２ 

４８００／９６００／１９２００／３１２５０／３８４００／ 

７６８００ｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト   ■ ＬＳＢファースト 

デフォルト ＦＮＸ８５９Ｍｘｘマイコンパックで規定 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
同上 ＊１ 

書き込み字のターゲット 

インタフェイス電圧 
同上 ＊１ 

 

 ＊１：詳細は各種マイコンパックのインストラクションマニュアルをご参照ください 

 

 ＊２：ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳにおいて５７６００ｂｐｓ・６２５００ｂｐｓボーレートは、 

    選択可能となっておりますがマイコン側が対応していないためこれらのボーレートを 

    設定した場合には、３８４００ｂｐｓで通信を行います。 

また、一部ターゲットではＵＡＲＴのボーレートは１１５２００ｂｐｓ固定となります。 

 

 ＊３：ご利用になるマイコンによってはボーレートの上限に制限事項がある場合があります。 

    詳細は各種マイコンパックのインストラクションマニュアルをご参照ください。 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

ＳＷＸ６００（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行います。 

リモートコントローラのご利用方法については、ＳＷＸ６００：リモートコントローラのインストラク

ションマニュアルをご参照ください。 

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行います。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値よりさらに０．１V程低い値を設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、この電圧

がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

ＡＦＸ１００でのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニ

ュアル【 ２．３．２ ＴＶＣＣ ＴＨＲＥＳＨＯＬＤ 】をご参照ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】 

フラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を設定してください。 

ＡＦＸ１００での、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．１ ＰＲＯＧＲＡＭ ＡＲＥＡ 】を

ご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのフラッシュ 

   メモリが連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたフラッシュメモリブロックが連続して 

   配置されるものと解釈されます。 

   また、ブロックサイズを 1にするとアクセス禁止領域となります。アク 

セス禁止領域はデバイスファンクション実行領域でも、書き込み・消去 

等が実行されません。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 

ターゲットマイコンへの入力クロックを設定します。 

 ＡＦＸ１００でのクロック設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．

２ ＴＶＣＣ ＴＨＲＥＳＨＯＬＤ 】をご参照ください。 

 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ 

セキュリティ設定（書き込み禁止フラグ／チップ消去禁止フラグ）の有効／無効を選択します。 

 

 Ｍｏｄｅ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

ＬＣＤ表示 
Ｓｔ‘ｄ（デフォルト） Ｏｐｔ 

リモートコントローラでの 

設定値 
００００ ０００１ 

セキュリティ設定 設定禁止 有効 

 

 ・セキュリティ設定禁止設定 

  セキュリティ設定データ中の、書き込み禁止フラグまたはチップ消去禁止フラグが“禁止” 

  またはブートブロッククラスタ書き換え禁止フラグが“禁止”設定されていた場合、 

  エラーを出力してデバイスファンクションを中断します。 

  通常はこのモードでご利用ください。 

 ・セキュリティ設定有効設定 

  セキュリティ設定データの内容をそのまま設定します。 

  書き込み禁止フラグまたはチップ消去禁止フラグを“禁止”またはブートブロッククラスタ 

  書き換え禁止フラグを“禁止”設定する場合、このモードをご利用ください。 

 

 セキュリティ設定機能につきましては第３章をご参照ください。 

 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する機能

を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

ＡＦＸ１００でのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．３ 

ＷＤＴ ＳＥＴＴＩＮＧ 】をご参照ください。 
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⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ とターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

 ＦＮＸ８５９では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

 

・Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ 

 ＵＡＲＴ （非同期通信）または、ＣＳＩ （同期通信）を選択してください。 

 ＣＳＩ－ＨＳでご利用の場合もＣＳＩ（同期通信）を選択してください。 

ＡＦＸ１００での通信路設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル２．４．３  

Ｉ／Ｆ ＳＥＬＥＣＴ 】をご参照ください。 

 

・Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ 

 Ｉｎｔｅｒｆａｃｅで選択されている通信設定の通信速度を設定します。 

 ＵＡＲＴ の場合は４８００ ／９６００ ／１９２００ ／３１２５０ ／３８４００ ／７６８００ 

ｂｐｓより、選択してください。 

ＣＳＩ（ＨＳ－ＣＳＩ）の場合は６２ ．５Ｋ ／１２５Ｋ ／２５０Ｋ ／５００Ｋ ／８５０Ｋ ／ 

１ ．２５Ｍ／２．５Ｍｂｐｓ より選択してください。 

ＡＦＸ１００での通信速度設定はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．４．１ 

ＢＡＵＤＲＡＴＥ ＳＥＴＴＩＮＧ 】をご参照ください。 

 

＜ 注意 ＞ 

 ＵＡＲＴ 通信（非同期通信）時に、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ において５７６００ｂｐｓ、６２５０ 

０ｂｐｓは、選択可能となっておりますがマイコン側が対応していないためこれらのボーレートを 

設定した場合には、３８４００ｂｐｓで通信を行います。 

また、一部ターゲットではＵＡＲＴのボーレートは１１５２００ｂｐｓ固定となります。 

 

 

⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ本体

上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を２０桁まで入力できます。 

 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、定義体に転送するボタンです。 

①～⑧の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫボタンを押してください。 

ＯＫボタンが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の２項目の設定を行います。 
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① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ（Ｔａｒｇｅｔ Ａｄｄｒｅｓｓ） 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

ターゲットアドレスは、その設定アドレス値によりフラッシュメモリのブロック境界アドレスに自動

アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロード（バイナリファイルの場合） 

する領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

 

 

③ ＯＫ 

Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ内容を、定義体に転送するボタンです。 

①～②の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫボタンを押してください。 

ＯＫボタンが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 

この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されていますので、変更しないでください、 

設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。 

 

 

変更する際にＰａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２のタブを選択しますとＰａｓｓｗｏｒｄを求められ

ますので“ＡＦ２００”と入力して下さい。（入力した文字はマスクされて表示されます） 

 

 

 設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ずＯＫボタンを押してください。 

 ＯＫボタンが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

Device Funcによる 

フラッシュメモリ 

一部領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○*2 

Flash ROMによる 

フラッシュメモリ

全領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○*2 

フラッシュメモリに 

対する実行動作 

■Blank ■Blank   ■Blank  

■Erase    ■Erase  

  ■Program  ■Program  

  ■Read*1 ■Read ■Read*1 ■Copy*2 

     ■Read*2 

備考 各デバイスファンクションは、ブロック単位で実行されます。 

 

＊ １：デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、Ｐｒｏｇｒａｍ時に実行される、ベリファイ動作は 

 Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅで設定されているリードベリファイが実行されます。 

ただし、ＦＵＬＬ Ｖｅｒｙｆｙ モードで指定した場合は、ＳＵＭ Ｖｅｒｉｆｙを実行し、 

さらにＦＵＬＬ Ｖｅｒｙｆｙでベリファイを行います。 

 

  ＡＦＸ１００でのＶｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作 

  マニュアル【 ２．３．５ ＶＥＲＩＦＹ ＭＯＤＥ 】をご参照ください。 

 

＊２：読出しコマンドをサポートしているターゲットのみ実行します。 
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３．セキュリティ設定 

３－１．概要 

 本定義体の対象となるマイコンは、第三者からの不正なフラッシュメモリアクセスを制限するセキュ

リティを設定する機能を備えております。 

 

３－２．設定方法 

セキュリティ設定をするためには、設定ファイルを別途作成いただく必要があります。 

設定ファイルは、拡張子ＹＤＤ（モトローラＳフォーマット）のファイルとしＹＩＭフォルダ内に配

置頂きます。設定ファイルはＹＩＭフォルダ内に唯一とし、２つ以上の設定ファイルを配置すること

や、設定ファイルを配置しないでの、ご利用はできません。 

設定ファイルの作成にはキーファイルゼネレータ（ＡＺ４８１）をご利用ください。 

 

ＹＤＤファイルは必ず配置してご利用ください。 

ＹＤＤサンプルファイルは弊社より提供されます。このＹＤＤファイルを配置いただくことにより、

書き換え後、ＦｌａｓｈＲＯＭの内容は読み出し禁止になります。（標準セキュリティ状態） 

標準セキュリティ状態でご利用いただく場合においては、次章（３－２－１、３－２－２、３－３）

を参照いただく必要はございません。 

セキュリティ状態を標準セキュリティ状態から変更する場合はルネサスエレクトロニクス社殿、また

は弊社サポートセンタまでお問い合わせください。（３－２－１、３－２－２、３－３項の技術情報を

ご提供いたします） 

 

 

＜図３－２ ＡＺ４８１をご利用いただいた場合の作成例＞ 
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３－２－１．セキュリティ設定 

 セキュリティ設定値は以下のフォーマットに従い設定ください。 

 

 アドレス ：＃００００００００固定 

サイズ  ：１固定 

データ  ：表３－２－１：セキュリティ設定値をご参照ください。 

 

＜表３－２－１：セキュリティ設定値＞ 

項目  

Bit7-5 “１”固定                                            ＊１ 

Bit4 
ブートブロッククラスタ書き換え禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止） 

＊２＊４ 

Bit3 リード禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止） 

Bit2 書き込み禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止）            ＊２ 

Bit1 ブロック消去禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止） 

Bit0 チップ消去禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止）          ＊２＊４ 

 

 ＊１：“０”が設定されていた場合はファイルフォーマットエラーとします。 

 ＊２：ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅでセキュリティ無効モードの設定でご利用いただいた場

合、本設定が“禁止”の設定となっている場合はエラーを出力し、デバイスファンクションを

中断します。 

 ＊３：ブートブロッククラスタ書き換え禁止設定を行った場合、フラッシュ全領域の書き換えは 

    不可能となりますのでご注意ください。 

    また、セキュリティ設定は“許可”から“禁止”の追加設定のみ可能です。 

 ＊４：チップ消去禁止設定を行った場合、フラッシュライタでは書き換え不可能となりますので、 

    ご注意ください。 

 

３－２－２．リセットベクタハンドラ機能のアドレス設定 

 アドレス設定値は以下のフォーマットに従い設定ください。 

 

アドレス ：＃０００００００４固定 

サイズ  ：４固定 

 データ  ：リセットベクタハンドラアドレス（Ｂｉｇ Ｅｎｄｉａｎ形式） 

   ただし、Ｂｉｔ２３～Ｂｉｔ０のみ有効となります 

    リセットベクタハンドラ機能に対応していない品種の場合でも 

必ず設定してください。 

その場合の値は＃００００００００を設定してください。 
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３－２－３．ブートクラスターの最終ブロック番号設定 

最終ブロック番号設定は以下のフォーマットに従い設定ください 

  アドレス ：＃０００００００８固定 

  サイズ ：１固定 

  データ ：０ｘ００～０ｘ１Ｅ（＊１,＊２） 

  

 ＊１：設定可能範囲は品種によって異なります。設定範囲についてはルネサスエレクトロニクス社殿、

または弊社サポートセンタまでお問い合わせください。 

 

＊２：ブートクラスターの最終ブロック番号設定機能に対応していない品種の場合でも必ず設定し 

てください。その場合の値は０ｘＦＦを設定してください 
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Ｅ．Ｐ．Ｒ／ＥＲＡＳＥ実行 

ＹＤＤあり？ 

チップ消去コマンドで 

Ｅ．Ｐ．Ｒ実行 

セキュリティ設定 

Ｅ．Ｐ．Ｒ終了 

Ｎ 

 

Ｙ 

エラー出力 

動作モードチェック 
*1 

 

３－３．設定処理フロー 

 本機能は以下の条件すべて満たしている時に、デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ実行した場合に 

 有効となります。 

 ・設定情報が正しく配置された、カレントオブジェクトファイル名の拡張子ＹＤＤのファイルが  Ｙ

ＩＭフォルダ内に配置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図３－３：セキュリティ設定フロー＞ 
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 ＊１：動作モード（ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ） 

   セキュリティ設定（書き込み禁止フラグ／チップ消去禁止フラグ）の設定禁止／有効を選択 

します。 

 

 Ｍｏｄｅ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

ＬＣＤ表示 
Ｓｔ‘ｄ（デフォルト） Ｏｐｔ 

リモートコントローラでの 

設定値 
００００ ０００１ 

セキュリティ設定 設定禁止 有効 

 

 ・セキュリティ設定禁止設定 

  セキュリティ設定データ中の、書き込み禁止フラグまたはチップ消去禁止フラグが“禁止” 

  またはブートブロッククラスタ書き換え禁止フラグが“禁止”設定されていた場合、 

  エラーを出力してデバイスファンクションを中断します。 

  通常はこのモードでご利用ください。 

 ・セキュリティ設定有効設定 

  セキュリティ設定データの内容をそのまま設定します。 

  書き込み禁止フラグまたはチップ消去禁止フラグを“禁止”またはブートブロッククラスタ 

  書き換え禁止フラグが“禁止”設定する場合、このモードをご利用ください。 
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４．エラーメッセージ 

 信号線の接続やパラメータ設定の誤りに対して、デバイスファンクション実行時に、特別なエラー 

 メッセージを出力されます。 

 本章に記載のない、標準のエラーに関する詳細は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニ 

ュアルをご参照ください。 

 

４－１．エラーコード一覧 

 ”１４：ＤＥＶＩＣＥ ＥＲＲＯＲ”のエラー内容を示します。 

 ”１４：ＤＥＶＩＣＥ ＥＲＲＯＲ ＸＸ”の、”ＸＸ”は、エラーコードになっています。 

 

＜表４－１．ＤＥＶＩＣＥ ＥＲＲＯＲ エラーコード一覧＞ 

code 内容 

04 サポート外のコマンドをマイコンが受信しました。 

05 コマンドに付随するパラメータに異常があります。 

07 通信フレームのサム値に異常が発生しました。 

0F 
ライタから転送されたデータとマイコン内のデータの 

ベリファイ結果が一致しません。 

10 セキュリティ設定で禁止した操作を実行しようとしました。 

15 否定応答（ＮＡＣＫ）を受信しました。 

16 フラッシュ制御マクロにエラーが発生しました。 

18 書き込みエラーが発生しました。 

1A 消去エラーが発生しました。 

1B 内部ベリファイエラー、もしくは、ブランクエラーが発生しました。 

1C 書き込みエラーが発生しました。 

20 セキュリティ情報の読出しに失敗しました。 

FF 処理中（Ｂｕｓｙ）応答のリトライ回数が規定値を超過しました。 
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４－２．エラーメッセージ一覧 

 

＜表４－２．機種固有のエラーメッセージ一覧＞ 

エラーメッセージ エラー要因／対策 

ERR-NO.1120 

YDD FILE NOT FOUND 

要因 
ＹＤＤファイルが配置されていないまたは複数存在してい

ます。 

対策 
ＹＤＤファイルが正しく配置されているかご確認ください。 

ＹＤＤファイルについては第３章をご参照ください。 

ERR-NO.1121 

YDD FILE OPEN ERR 

要因 ＹＤＤファイルの取得に失敗しました。 

対策 
ＹＤＤファイルが正しく配置されているかご確認ください。 

ＹＤＤファイルについては第３章をご参照ください。 

ERR-NO.1122 

YDD FILE FORMAT ERR 

要因 ＹＤＤファイルの設定値に異常があります。 

対策 
ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

ＹＤＤファイルについては第３章をご参照ください。 

ERR-NO.1128 

WARNNING SECURITY SETTING 

要因 
書き込み禁止設定またはチップ消去禁止設定が“禁止”に 

設定されています。 

対策 

ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅの設定をセキュリテ

ィ有効モードにご設定ください。 

ERR-NO.1129 

SIGNATURE NO MATCH ERR 

要因 
ＣＰＵから取得したシグネチャがパラメータファイルと適

合していません。 

対策 
パラメータがご利用マイコン用の物となっているかご確認

ください。 

ERR-NO.112B 

ILLEGAL PARAMETER 

要因 パラメータ値が範囲外です。 

対策 
パラメータがご利用マイコン用の物となっているかご確認

ください。 
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